様式第１号（第２条関係）

火薬類消費計画書
１　消費の方法

(1) 煙火置場の位置構造

(2) 打揚煙火の消費順序

２  製造業者の氏名又は名称

３  消費場所において火薬類を取り扱う必要のある者の氏名

４  消費場所付近の見取図

様式第２号(第２条関係）

煙火消費予定数量表
火薬類の種類及び数量

	種類
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	合計

	数量
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	使用

火薬量
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


(1) 昼物（信号雷）

号玉        数量

(2) 仕掛

ア 枠仕掛          台      焔管        本

イ 滝仕掛          台      焔管        本

ウ その他          台      焔管        本

(3) スターマイン

ア 最大号数          号玉

イ その他

様式第３号（第２条関係）

煙火打揚危害予防計画書
名称
事務所所在地

職業
代表者氏名
危害予防計画内容

１　保安距離

煙火打揚地点より

第３種保安物件         ｍ以上

第４種保安物件         ｍ以上

煙火仕掛地点より

第３種保安物件         ｍ以上

第４種保安物件         ｍ以上

警戒線地点より

煙火打揚地点           ｍ以上

煙火仕掛地点           ｍ以上
２　強風の場合は煙火の消費を中止する（消防局の指導による。）。

風速                 ｍ以上

３　煙火の消費場所付近には消火器等を設置する。

消火器               本

消火用水             杯

４　煙火打揚従事者は酒気を帯びて作業をさせない。
５　煙火用の火薬類集積場所は、打揚地点から２０ｍ以上の保安距離をとる。
６　煙火を打ち揚げる場合には、打揚筒の設置場所に携行された煙火及び打揚火薬は、容器に収納し、取出しの都度完全に蓋をし、又は覆いをする。
７　打揚筒を２箇所以上使用するときは、打揚筒相互の間に相当の距離をとる。
８　打揚筒は風向きを考慮して上方に向けて確実に固定し、使用中は必要に応じて内部を掃除する。
９　消費準備の終了した仕掛煙火から２０ｍ以内の場所においては、打揚煙火を消費しない。
１０　打揚煙火は、２０ｍ以上の高さで開くこととする。
１１　煙火の消費前に必ず煙火の吸湿その他異常の有無を検査し、異常のある煙火は消費を中止する。
１２　煙火の消費をする危険区域内に関係人のほかは立ち入りを禁止する。
１３　煙火を打揚筒内に入れるときは、紐等を用いて静かに降下させる。
１４　煙火が爆発又は燃焼しているときは、消費場所の付近で打揚火薬の計量をしない。
１５　打揚火薬に点火して打揚火薬が爆発又は燃焼しない時は、打揚筒に多量の水を注入し、１０分以上経過した後、静かに打揚筒を倒し、煙火を取り出す。

１６  不発の煙火がある場合には、すみやかに回収して水に浸す等の適切な措置を講ずる。
１７  煙火の消費で電気点火を行う場合は、導通又は抵抗を試験し、この場合、試験器は０．０１アンペア以下の電流で試験する。
１８  落雷の危険がある場合は、点火具に係る作業を中止する。
１９  漏えい電流により点火するおそれがある場合には、電気点火はしない。
２０  火薬類取締法施行規則第５６条の４の規定を準用し厳守する。
２１  打揚煙火並びに仕掛付近の警備員配置は別添図のとおりとする。
警備員総数     名
２２  警備標識は、懐中電灯、赤色旗及びその他の方法とする。
２３  警備のため、警察署と打合せする予定日

年　　月　　日

打合せ担当者名

様式第４号（第２条関係）

煙火打揚従事者名簿
	№
	氏名
	年齢
	有効打揚従事者

手帳等番号
	職務

	１
	
	
	
	総括責任者

	２
	
	
	
	責任者

	３
	
	
	
	打揚者

	４
	
	
	
	

	５
	
	
	
	

	６
	
	
	
	

	７
	
	
	
	点火者

	８
	
	
	
	

	９
	
	
	
	

	10
	
	
	
	見張人

	11
	
	
	
	

	12
	
	
	
	警戒員

	13
	
	
	
	


備  考  この様式の大きさは日本産業規格Ａ４とすること。

様式第５号（第４条関係）
　　年　　月　　日　
群馬県公安委員会委員長　様

（　　　警察署長経由）

前橋市消防局長　　　　　　印
　　　火薬類消費許可に係る意見について（照会）
このことについて、別添のとおり火薬類消費許可申請がありましたので、火薬類取締法第５２条第１項の規定に基づき、許可に係る意見を照会いたします。
つきましては、煙火消費許可に係る意見をご回答ください。

（予防課危険物係）

様式第６号（第４条関係）

	指令（消）第　　号

年　　月　　日

火薬類消費許可証
前橋市消防局長　　　　　　　 eq \o\ac(□,印)

	消費の許可

を受けた者
	住　　　　所
	

	
	氏名又は名称
	

	
	職　　　　業
	

	火薬類の種

類及び数量
	

	消費の目的
	

	有効期間
	年　　月　　日　から　　　年　　月　　日　まで

	消費場所
	

	許可条件
	１　この許可証は、有効期間が満了したとき、有効期間内に消費の目的を達成したとき、又は消費の目的を失ったときは、速やかに消防局長に返納しなければならない。

２　この許可証の返納の際は、次の消費者記載欄に残火薬の有無を記載し、残火薬があるときは、併せてその処分方法を具体的に記載しなければならない。
３　消費に関しては、裏面の記載事項を遵守しなければならない。


	消　費　者　記　載　欄

	消費火薬類
	残火薬の有無

	月日
	種類及び数量
	有　・　無

	
	
	残火薬処分方法（有の場合）

	
	
	

	
	
	消費責任者氏名

	
	
	


様式第７号（第４条関係）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

群馬県公安委員会委員長　様
（　　　警察署長経由）
前橋市消防局長　　　　　　 eq \o\ac(□,印)
火薬類消費許可について（通報）
本日付けで下記のとおり許可したので、火薬類取締法第５２条第２項の規定により通報します。

記

	許可番号
	指令（消）　第　　　号

	消費の許可を受けた者
	住　　　　所
	

	
	氏名又は名称
	

	
	職　　　　業
	

	火薬類の種

類及び数量
	

	消費の目的
	

	有効期間
	年　　月　　日　　　から　　　年　　月　　日　まで

	消費場所
	

	備考
	


様式第８号（第４条関係）
火薬類消費許可申請処理簿
	受付日
	代表者
氏名・名称
	目的
	消費
予定
日時
	処理経過

	
	代理人
	
	予備日
	意見照会
	立入検査
許可前
	意見回答
	消費許可
	不許可
	許可通報
	許可証交付
	変更届
	変更通報
	再交付
	立入検査
消費当日
	事故報告
	許可証
返納

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


様式第９号（第５条関係）

火薬類消費許可申請書等記載事項変更届
年　　月　　日

（宛先）前橋市消防局長

（代表者）住所
氏名

	名称
	

	事務所所在地

（電話）
	

	代表者　住所

　職業・氏名
	

	許可年月日
及び番号
	

	変更内容
	変更前
	

	
	変更後
	

	変更理由
	

	備考
	


備考　この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。
様式第１０号（第５条関係）

年　　月　　日

群馬県公安委員会委員長  様
（　　　警察署長経由）

前橋市消防局長　　　　　　 eq \o\ac(□,印)
火薬類消費許可申請書等の記載事項変更について（通報）

このことについて、別添写しのとおり届出がありましたので通報します。
（予防課危険物係）　


様式第１１号（第６条関係）

火薬類消費許可証再交付申請書
年　　月　　日
（宛先）前橋市消防局長

代表者　住所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 氏名

	許可証の内容
	許可年月日
及び許可番号
	

	
	名称
	

	
	事務所所在地
（電話）
	

	
	職業
	

	
	代表者　住所
　　　　氏名
	

	
	目的
	

	再交付の理由
	


備考　１　この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。

　　　２　汚損又は破損が理由の場合は、許可証を添付すること。
　　　３　亡失が理由で、亡失した許可証を発見した場合は、発見した許可証を提出すること。

様式第１２号（第９条関係）
煙火消費場所立入検査報告書
	花火大会名
	
	主催者名
	

	検査日時
	
	消費日時
	

	検査項目
	結果
	根拠条文等

	消

費

場

所

に

お

け

る

煙

火

の

取

扱
い
	１日の作業終了後、未使用火薬類は適切に返納されているか。
	適・否
	第51条14号準用

	
	火薬類を取り扱う場所付近で喫煙し、又は火気を使用していないか。
	適・否
	第51条17号準用

	
	盗難予防に留意しているか。
	適・否
	第51条18号準用

	
	煙火を運搬するときは、安全な容器に収納する等、衝撃等に対して安全な措置を講じているか。
	適・否
	第56条の4
第1項第1号

	
	煙火は使用前に異常の有無を検査しているか。
	適・否
	〃第1項第2号

	
	前記の検査で使用に適さないと判断された煙火は、その旨を明記し、煙火置場に返送しているか。
	適・否
	〃第1項第3号

	
	やむを得ない場合を除き、煙火及び火薬類は、煙火置場、打揚筒又は仕掛煙火の設置場所以外の場所に存置していないか。
※やむを得ない場合･･･雷雲、車の故障、火災等
	適・否
	〃第1項第4号

	
	煙火消費中に打揚火薬の計量をしていないか。　
※やむを得ない場合は煙火置き場ですること。
	適・否
	〃第1項第5号

	
	消火用水（消火器）が煙火消費場所に準備されているか。
	適・否
	〃第1項第6号

	
	煙火を取り扱う場合には、酒気を帯びていないか。
	適・否
	〃第1項第7号

	
	打揚従事者について
	
	消費保安基準

	
	
	腕章等で打揚従事者であることの表示はされているか。
	適・否
	

	
	
	煙火消費中、長袖を着用しているか。
	適・否
	

	
	
	煙火消費中、ヘルメットを着用しているか。
	適・否
	

	
	
	地下足袋、運動靴又は安全靴等を履いているか。
	適・否
	

	
	
	煙火消費保安手帳を携帯しているか。
	適・否
	

	煙

火

置

場

に

つ

い

て
	必要があるときは、煙火置場を設置してあるか。（無許可消費の場合は除く。）
※必要がない場合･･･電気点火で、すべての煙火が筒に設置されている場合
	適・否
	第56条の4

第2項

	
	打揚筒又は仕掛煙火の設置場所及び火気を取り扱う場所から２０ｍ以上離れているか。（船上等の場合を除く。）
	適・否
	〃第3項第1号

	
	日光の直射及び雨露を防ぎ、安全に作業できるような措置を講じているか。
	適・否
	〃第3項第2号

	
	煙火置場の構造
	
	消費保安基準

	
	
	建屋の場合

	
	
	
	材料はスレート板、鉄、木材を使用し隙間のない構造となっているか。
	適・否
	

	煙

火

置

場

に

つ

い

て
	
	
	出入口は消費場所の反対方向となっているか。
	適・否
	

	
	
	テントの場合
	
	

	
	
	
	　材料は難燃性の布地か防炎処理を施した布地とし、地面に隙間を作らないようになっているか。
	適・否
	

	
	
	
	　出入口は消費場所の反対方向となっているか。　
	適・否
	

	
	
	
	プラスチック・木箱に収納し、消費中は厚手のシート等で覆っているか。
	適・否
	

	
	
	建屋・テント等の構築物以外の場合
	
	

	
	
	
	木箱等に収納し、シート等で覆っているか。
	適・否
	

	
	
	
	容器の下に、枕木・木箱等を置いているか。
	適・否
	

	
	
	車両の場合
	
	

	
	
	
	木箱等に収納し、シート等で覆っているか。　
	適・否
	

	
	
	
	出入口は消費場所の反対方向となっているか。
	適・否
	

	
	
	
	電気配線は露出されていないか。
	適・否
	

	
	
	
	　エンジンを停止させ、車輪を固定しているか。
	適・否
	

	
	煙火及び煙火の打揚げ等に使用する火薬類を存置する場合には、盗難を防止するための措置を講じているか。
　例）見張人を常時配置する。
	適・否
	第56条の4
第3項第3号

	
	周囲には、「立入禁止」、「火気厳禁」等の警戒札を掲示しているか。
	適・否
	〃第3項第4号

	
	煙火及び煙火の打揚げ等に使用する火薬類を存置する場合には、覆いをする等、着火しないような措置を講じているか。
	適・否
	〃第3項第5号

	煙

火

の

消

費

に

つ

い
て
	打揚筒及び仕掛煙火の設置場所は、消費する煙火の種類及び重量に応じて通路、人の集合する場所、建物等に対して安全な距離をとっているか。
	適・否
	〃第4項第1号

	
	強風（おおむね風速１０ｍ以上又は警報発令）その他の天候の原因により危険の発生するおそれがある場合は、中止しているか。
	適・否
	〃第４項第2号

	
	打揚筒の設置場所に携行する煙火の数量は、当該打揚げに必要な数量を超えていないか。
	適・否
	〃第4項第3号

	
	打揚筒の設置場所に携行された煙火、打揚火薬は、容器に収納し、取出しの都度蓋をし、又は覆いをしているか。
	適・否
	〃第4項第4号

	
	打揚筒は、風向を考慮して上方その他安全な方向に向け、確実に固定されているか。
	適・否
	〃第4項第5号

	
	
	平らな面に立て、打揚筒の上下２箇所を固定しているか。
	適・否
	消費保安基準

	
	
	筒立器使用の場合
	適・否
	消費保安基準

	
	
	
	筒の長さの１／３以上の高さかつ底板の大きさは筒外径の３倍程度であるか。
	
	

	
	
	筒の内径が４０㎝を越える場合
	
	消費保安基準

	
	
	
	　土中に筒の１／３以上埋めているか。
	適・否
	

	
	
	
	　土のう等で筒の１／３以上を積んでいるか。　
	適・否
	

	
	
	
	やぐら組の場合、発射時の衝撃で方向が変化しないような構造になっているか。
	適・否
	

	
	打揚筒の使用中は、必要に応じてその内部を掃除しているか。
	適・否
	第56条の4
第4項第6号

	
	消費の準備の終了した仕掛煙火から２０ｍ以内で煙火を打ち揚げていないか。ただし、当該仕掛煙火から２０ｍ以内に関係人がいない場合を除く。
	適・否
	〃第4項第7号

	
	上空に打ち揚げ開かせる煙火は、通路、人の集合する場所、建物等に対して、２０ｍ以上の安全な高さで開いているか。
	適・否
	〃第4項第8号

	煙

火

の

消

費

に

つ

い

て
煙
火　　
の　
消
費
に
つ
い
て
	煙火を打揚筒内に入れるときは、紐等を用いて静かに降下させているか。（連発打揚を除く。）
	適・否
	〃第4項第9号

	
	危険区域内に関係人以外の者が立ち入らないような措置（縄張、警戒員等）を講じ、危険のないことを確認してから点火しているか。
	適・否
	〃第4項第10号

	
	直径３㎝を超える煙火を打ち揚げる場合には、離隔距離（打揚筒から関係人までの距離をいう）が２０ｍ以上とれているか。ただし、次のいずれかに該当する場合は、この限りでない。
	適・否
	〃第4項第11号
消費保安基準

	
	
	①直径２４㎝以下の球状の煙火を打ち揚げる場合であって離隔距離が５ｍ未満となる場合において、打揚筒が破裂したときに発生する飛散物を遮断する防護措置を講じているか。
例）ポリカ板、畳床等
	適・否
	

	
	
	②直径２４㎝を超え直径３０㎝以下の球状の煙火を打ち揚げる場合であって離隔距離が５ｍ以上２０ｍ未満となる場合又は直径３０㎝を超え直径６０㎝以下の球状の煙火を打ち揚げる場合であって離隔距離が１０ｍ以上２０ｍ未満となる場合において、飛散物の威力を軽減する防護措置を講じているか。
例）ポリカ板、畳床等
	適・否
	

	
	
	③直径２４㎝以下の球状の煙火を打ち揚げる場合であって離隔距離が５ｍ以上２０ｍ未満となる場合において、飛散物に対する安全対策を講じているか。
例）ヘルメット着用等
	適・否
	

	
	前記①の場合を除き、直径３㎝を超える煙火を打ち揚げる場合には、電気又は導火線により点火しているか。
	適・否
	〃第4項第12号

	
	直径３㎝以下の球状の煙火を打ち揚げる場合を除き、前記①の場合には、当該打揚げに使用する打揚筒は、他の打揚げに従事している者に係る打揚筒に対して２ｍ以上の距離をとっているか。
	適・否
	〃第4項第13号

	
	前記②の場合には、当該打揚げに使用する打揚筒は、軽量の飛散物となるような材質のものをできるだけ使用しているか。
例）ステンレス、ＦＲＰ、紙製等
	適・否
	〃第4項第14号

	
	点火後、煙火が打ち揚がらない場合には、次の規定を守っているか。
	
	〃第4項第15号

	
	
	①打揚筒内をのぞき込まずに直ちに打揚筒から離れているか。
	適・否
	

	
	
	②十分な時間が経過した後に、打揚筒内に多量の水を注入する等の当該煙火が打ち揚がらない措置を講じ、煙火を取り出しているか。
	適・否
	

	
	不発の煙火は、すみやかに回収し、水に浸す等の適切な措置を講じているか。
	適・否
	〃第4項第16号

	
	煙火の消費に際し、電気点火を行う場合には、次の規定を守っているか。
	
	〃第5項

	
	
	①点火は、取扱いに際し、摩擦、衝撃等に対して安全な点火具により行っているか。
※安全な点火具・・・点火玉及び電気導火線
	適・否
	〃第5項第1号

	
	
	②点火具は、できるだけ導通又は抵抗を試験しているか。この場合、試験は、発火のおそれがない安全な方法で行い、かつ、危害予防の措置を講じること。
※安全な方法とは・・・試験器の電流をあらかじめ測定し、０．０１Ａ以下の電流で試験すること。
	適・否
	〃第5項第2号

	
	
	③落雷の危険がある場合には、点火具に係る作業を中止する等の適切な措置を講じているか。
	適・否
	〃第5項第3号

	　　　　　　　　　　　　　　　
	
	④漏えい電流により点火するおそれがある場合には、電気点火をしていないか。ただし、安全な方法により行う場合には、この限りでない。
	適・否
	〃第5項第4号

	
	
	⑤電気点火器及び電池は、乾燥したところに置き、使用前に起電力を確かめているか。
	適・否
	〃第5項第5号

	
	
	⑥点火母線は、電気点火器の出力電圧に耐え得る絶縁効力のあるもので機械的に強力なものを使用し、使用前に断線の有無を検査しているか。
	適・否
	〃第5項第6号

	
	
	⑦点火母線を敷設する場合には、電線路その他の充電部又は帯電するおそれが多いものから隔離しているか。
	適・否
	〃第5項第7号

	
	
	⑧電気点火器と点火母線との接続後は、打揚筒に近づかない等の危害予防の措置を講じているか。
	適・否
	〃第5項第8号

	
	
	⑨点火に際しては、電圧並びに電源、点火母線及び点火具の全抵抗を考慮した後、点火具に所要電流を通じているか。
	適・否
	〃第5項第9号

	
	
	⑩電気点火器には、点火作業に従事する者以外の者が点火することができないよう措置を講じているか。
※点火できない措置とは、次のいずれかの基準による。
　ア　点火器に錠を施し、当該錠の鍵を点火作業に従事するものが自ら携帯する。
　イ　点火器のハンドルその他の点火スイッチを分離し、当該点火スイッチを点火作業に従事するものが自ら携帯する。
　ウ　点火器を点火作業に従事するものが自ら携帯すること。
	適・否
	〃第5項第10号

	
	
	⑪点火回路は、点火する前に導通又は抵抗を試験し、かつ、試験は、関係人が安全な場所に退避したことを確認した後、安全な場所で実施しているか。
	適・否
	〃第5項第11号

	
	
	⑫点火回路の全部又は一部を無線とした場合には、誤った信号を受信することにより点火具が意図に反して発火しないよう措置を講じているか。
	適・否
	〃第5項第12号

	
	手筒煙火を消費する場合には、次の規定を守っているか。
	
	〃第6項

	
	
	①手筒煙火の消費場所は、当該手筒煙火に詰められた黒色火薬の重量に応じて、通路、人の集合する場所、建物等に対して安全な距離をとっているか。
	適・否
	〃第6項第1号

	
	
	②手筒煙火の消費に際して、強風その他の天候上の原因により危険の発生するおそれがある場合には、手筒煙火の消費を中止しているか。
	適・否
	〃第6項第2号

	
	
	③手筒煙火の消費中は、他の手筒煙火を消費している者に対して安全な距離をとっているか。
	適・否
	〃第6項第3号

	
	
	④火の粉が十分に噴き出している間は、噴出口及び筒底を自己又は他人の身体に向けていないか。
	適・否
	〃第6項第4号

	
	
	⑤手筒煙火の消費に際しては、あらかじめ定めた危険区域内に関係人のほかは立ち入らないような措置を講じ、危険がないことを確認した後に点火しているか。
	適・否
	〃第6項第5号

	
	
	⑥手筒煙火に点火しても火の粉が噴き出さないときは、噴出口をのぞき込まずに、噴出口から筒に多量の水を注入しているか。
	適・否
	〃第6項第6号

	備考（指摘事項等）
	検査員 職氏名
	

	
	検査員 職氏名
	

	
	立会人 職氏名
	


様式第１３号（第１１条関係）
火薬類事故報告書
年　　月　　日

（宛先）前橋市消防局長

住所
氏名

	事故発生日時
	

	事故発生場所
	

	事故の概要
	

	火薬類の
種類及び数量
	

	被害の状況
（人的・物的）
	人的被害：有・無（第三者被害　有・無）
　　　　［死者　名、重傷者　名、軽傷者　名］
物的被害：有・無
　　　　［　　　　　　　　　　　　　　　　］

	事故の原因
	

	今後の対策
	


備考　１　この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。
２　事故原因の調査に必要な書類等を添付すること。
様式第１４号（第１２条関係）

年　　月　　日　
群馬県知事　様
前橋市消防局長


（公印省略）

火薬類（煙火）消費許可件数等報告書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
標記の件について、次のとおり報告します。

１ 件数等について

	件数

月
	消費許可
	立入検査

	
	申請数
	許可数
	許可前
	消費当日

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


２  立入検査について

	花火大会名（市町村名）
	主催者
	立入検査日

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


（注）立入検査を行った各花火大会の煙火消費場所立入検査報告書を添付すること。

別表第１（第８条関係）

打揚煙火を消費する場合の保安距離基準
火薬類取締法施行規則第５６条の４第４項第１号に規定する「安全な距離」とは、玉の開く半径を基本とする。

	
	2.5号

7.5㎝
	３号

９㎝
	４号

12㎝
	５号

15㎝
	６号

18㎝
	７号

21㎝
	８号

24㎝
	10号

30㎝
	20号

60㎝

	到達
高度
m
	80

～

100
	130
～
180
	175
～
210
	220
～
280
	230
～
280
	250
～
290
	300
～
350
	350
～
380
	450
～
490

	開く
半径
m
	25
～
30
	40
～
50
	50
～
60
	75
～
100
	90
～
110
	100
～
130
	120
～
140
	140
～
180
	250
～
285

	玉の
重量
kg
	0.15
	0.2
	0.5
	0.9

～

1.2
	1.0
～
1.5
	2.5
～
3.0
	4.0
～
4.5
	7.5
～
9.0
	45
～
60

	打揚火

薬の量

g
	20
～
25
	25
～
30
	40
～
60
	75
～
100
	130
～
150
	180
～
200
	250
～
280
	500
～
600
	3,800
～
4,900


別表第２（第８条関係）

仕掛煙火消費基準（手筒煙火を除く。）

	区分
	保安距離

	枠仕掛
	枠高さの１．５倍

	滝　　　 仕　 　　掛
	滝高さの１．５倍

	打揚玉仕掛
	スターマイン
	打揚煙火に準じる。

	
	水中花火
	使用する煙火の開く半径以上

	その他（乱玉、噴水、手筒等）
	種類、薬量等に応じ２０メートル以上


備考　各区分の最小距離は２０メートルとする。ただし、十分な消火警戒体制が確保される等により消防局長が認めた場合はこの限りでない。
別表第３（第８条関係）

手筒煙火の保安距離

	装薬量
	筒の吹き出し方向の前後
	筒の側面に対する距離
	筒相互の距離

	300ｇ未満
	直立点火　　　　─
	５ｍ
	３ｍ

	
	直立点火以外　１０ｍ
	
	

	300ｇ以上　600ｇ未満
	２０ｍ
	１０ｍ
	

	600ｇ以上　1,200ｇ未満
	３０ｍ
	１５ｍ
	

	1,200ｇ以上　1,800ｇ未満
	４０ｍ
	２０ｍ
	

	1,800ｇ以上　2,400ｇ未満
	５０ｍ
	２５ｍ
	５ｍ

	2,400ｇ以上　3,000ｇ未満
	６０ｍ
	３０ｍ
	５ｍ


　備考　１　小型煙火とは、噴出煙火の本体を手に持つか、小脇に抱えて消費するものをいう。
２　気象状況に応じて、観衆に火の粉が到達しない
問い合わせ先


担当：　　


　電話（直通）





問い合わせ先


担当：　　


　電話（直通）








